
二
〇
二
〇
一
一
二
○
号 

№
一
〇
八
号 

・

▽
毎
日
の
様
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
関
連
の 

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
つ
い
に
北
海
道
も
二
百
人 

越
え
を
す
る
に
至
り
、
函
館
市
内
で
も
ク
ラ 

ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
し
た
。
徐
々
に
地
方
に 

も
感
染
拡
大
が
起
こ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

注
意
し
て
も
対
策
を
取
っ
て
も
感
染
し
て
い 

る
方
々
、
医
療
従
事
者
の
方
々
、
介
護
現
場 

の
職
員
の
皆
様
方
の
ス
ト
レ
ス
は
、
大
変
な 

も
の
と
感
じ
る
次
第
で
す
。
▽
感
染
さ
れ
た 

方
の
心
情
も
考
え
差
別
的
言
動
も
我
々
は 

考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
季
節 

的
に
自
分
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
感
染
防
止
に 

な
っ
て
い
る
の
か
い
ま
一
度
考
え
る
必
要
も 

感
じ
ま
す
。
▽
何
か
の
本
に
、
日
本
は
自
然 

災
害
の
多
い
国
な
の
で
心
底
喜
ん
だ
り
、 

緩
い
気
持
ち
を
持
た
な
い
の
が
日
本
人
の 

ス
タ
イ
ル
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
精
神
性
が
世
界 

的
に
見
て
も
感
染
者
低
迷
の
要
因
か
も
し
れ 

な
い
と
感
じ
ま
す
。 

幸
せ
の
後
に
は
、
得
て
し
て
不
幸
せ
、 

順
調
の
時
を
過
ぎ
れ
ば
突
然
乱
れ
不
調
。 

そ
ん
な
時
間
の
流
れ
を
感
じ
る
事
な
い
で
す 

か
。
私
は
順
調
な
時
な
ん
か
あ
っ
た
の
。 

そ
ん
な
事
あ
る
の
か
、
と
言
う
く
ら
い
の 

時
間
の
中
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
時
間
を
楽
し
ん

で
い
る
状
況
に
、
い
つ
終
息
す
る
の
か
解
ら

な
い
コ
ロ
ナ
君
と
被
る
気
持
ち
で
す
。 

頑
張
る
べ
。 

     

一社)
日
砕
協
北
海
道
地
方
本
部
・ 

 
 

 
 

北
海
道
砕
石
協
同
組
合
連
合
会 

 

① 

岡
本
繁
美
日
本
砕
石
協
会
道
本
部
長
叙
勲 

11
月
03
日
秋
の
叙
勲
で
旭
日
双
光
章
を
受
章

致
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
砕
石
協
会
副

会
長
と
し
て
産
業
振
興
功
労
を
讃
え
て
の
事

で
す
。
北
海
道
の
砕
石
業
界
を
け
ん
引
し
て

く
れ
て
い
る
氏
が
受
章
の
栄
を
受
け
る
事

は
、
我
々
に
と
っ
て
も
誉
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

※
右
イ
ラ
ス
ト
は
、
本
人
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

②
日
本
建
築
学
会
が
「J

A
S

S
 5

」
改
正
を

目
指
し
て
検
討
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
端

的
に
言
う
と
再
生
骨
材
を
生
コ
ン
骨
材
に
ス

ラ
イ
ド
す
る
改
正
案
に
つ
い
て
意
見
募
集
が

骨
材
業
界
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
日

本
砕
石
協
会
本
部
、
全
国
の
砕
石
関
連
協
同

組
合
の
連
名
で
学
会
あ
て
に
改
正
案
の
問
題

点
を
提
出
致
し
ま
し
た
。
改
正
案
で
は
、
資

源
循
環
性
に
応
じ
た
等
級
区
分
を
新
た
に
設

け
、
副
産
物
骨
材(

再
生
骨
材
・
ス
ラ
グ
骨
材

等)

の
混
合
率
が
高
い
も
の
、
ス
ラ
ッ
ジ
水
を

利
用
す
る
も
の
に
高
い
等
級
を
付
け
る
と
し

て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
骨
材
が
ど
う

だ
こ
う
だ
、
髪
の
毛
一
本
の
ク
ラ
ッ
ク
も
骨

材
が
原
因
で
は
と
言
っ
て
い
た
方
々
の
発
想

と
も
思
え
な
い
内
容
か
と
・
・
・ 

③
本
部(

一
般)

日
本
砕
石
協
会
で
の
会
費
問
題

で
11
月
10
日
理
事
会
で
R

3
以
降
の
本
部

会
費
に
つ
い
て
結
論
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
根

本
的
に
本
部
経
費
か
ら
導
き
だ
す
形
と
な
っ

た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
本
部
経
費
26
百
万

円
の
収
入
総
額
を
会
費
で
対
応
す
る
事
で
合

意
に
成
り
ま
し
た
。
会
費
内
容
に
つ
い
て
は 

均
等
割
分…

一
会
員 

1
.5

万
万
円 

残
り
は
、
販
売
数
量
に
比
例
し
て
案
分
計 

※
販
売
数
量
未
報
告
の
地
方
本
部
に
対
し
て

今
月
中
旬
ま
で
に
本
部
よ
り
提
出
を
求
め
る

形
と
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
北
海
道
地
方
本

部
の
次
年
度
の
以
降
の
会
費
額
の
決
定
は
12

月
中
旬
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

④
災
害
報
告 

死
亡
災
害 

09
月
27
日
午
前
06
時
40
分 

滋
賀
県 

㈱
Y
砂
利
商
店 

ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
CAT

980

K
に
よ
る
前
進
時 

の
轢
死
事
故 

男
性 

64
歳 

 休
業
四
日
以
上
災
害
報
告 

 

10
月
26
日 

13
時
30
分
頃 

 

山
梨
県 

男
性 

44
歳 

 

砕
石
プ
ラ
ン
ト
整
備
中
に
右
足
靭
帯
損
傷 

 
 私

た
ち
は
、「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
言
っ
て 

自
宅
を
出
ま
す
。
そ
し
て
家
族
に
対
し
て 

「
た
だ
い
ま
」
と
帰
宅
の
報
告
を
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。 

寒
さ
も
日
に
日
に
厳
し
く
な
り
ま
す
。 

十
分
に
注
意
し
て
作
業
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う 

 

     

         

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会
動
向 

①
檜
山
地
区
巡
回
指
導
の
実
施
つ
い
て 

◎
十
月
二
十
七
日
㈫ 

十
三
時
半
か
ら 

・
上
ノ
国
町 

北
辰
運
輸 

・
江
差
町 

 

江
差
採
石 

密
集
を
回
避
す
る
観
点
か
ら
理
事
長
・
専
務

理
事
・
緑
化
対
策
正
副
委
員
長
と
事
務
局
５

名
と
檜
山
振
興
局
商
工
労
働
係
萩
野
主
任
で

実
施
し
ま
し
た
。 

 

②
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
各
種
保
険

の
案
内
が
な
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
と
し
て
は
、
同
団

体
中
央
会
よ
り
の
依
頼
で
発
送
さ
れ
た
も
の

で
特
に
組
合
は
、
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

③
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
つ
い
て 

こ
こ
数
日
間
で
北
海
道
も
感
染
者
数
が
二
百

人
越
え
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
函
館
市
を 

含
む
渡
島
・
檜
山
管
内
に
お
い
て
も
感
染
者

が
じ
わ
り
じ
わ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
事
か
ら 

十
分
に
各
事
業
所
に
お
い
て
は
対
応
を
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
寒
暖
差
の
厳
し

い
季
節
で
す
。
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
り
体
調

管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。
い
ま
一
度
、
原
点

に
返
っ
て
安
全
対
策
と
感
染
予
防
を
自
分
の

た
め
に
み
ん
な
の
た
め
に
励
行
し
て
下
さ
い 

 


